様式第5号(第7条関係)

温泉の成分等の掲示内容届出書
年　　月　　日　　
　　岡山市保健所長　　様
	届出者　
	住所
	(主たる事務所の所在地)
	　

	
	フリガナ
	　

	
	氏名
	(法人にあっては名称及び代表者氏名)
	

	
	電話番号
	(　　)　　　―


　温泉の成分等を掲示又は掲示内容を変更したいので，温泉法(昭和23年法律第125号)第18条第4項の規定により，次のとおり届け出ます。
	利用の目的
	浴用　　　　　　　　　　飲用

	届出の理由
	　

	温泉を利用する場所
	所在地
	　

	
	種別
	　

	
	名称
	　

	
	構造
	　

	
	許可年月日
	　　　　　　　　　　　年　　月　　日

	
	許可指令番号
	岡山市指令　　　第　　　　　　　号

	温泉の温度，利用量及び成分
	温度
	℃
	利用量
	m3／日

	
	成分
	泉質　　　　　　　別添分析書のとおり

	温泉の成分の分析を行った登録分析機関
	名称
	　

	
	登録番号
	　

	温泉のゆう出地
	市　　　　　町
郡　　　　　村
	地目
	　

	
	大字
	字
	番地

	
	温泉源の名称

	温泉源の所有者
	住所
	　

	
	氏名
	　

	温泉の成分に影響を与える項目(浴用に供する場合のみ)
	項目
	有無
	有の場合その理由

	
	加水
	　
	　

	
	加温
	　
	　

	
	循環・ろ過
	　
	　

	
	入浴剤添加
	　
	　

	
	消毒
	　
	　

	掲示の内容
	別添のとおり


　　備考　　1　所定の欄に全部を記載できない場合は，別紙に記載して添付すること。
　　　　　　　2　次の表に掲げる書類を添付すること。

	書類
	摘要
	

	
	利用施設の平面図
	掲示場所を示したもの

	
	成分分析書(写)
	・原則として，温泉源及び利用施設におけるものの両方を必要とする。

	
	
	・温泉法に基づく登録分析機関が分析したもの(申請時・届出時に分析を受けたものを原則とするが，過去10年以内に受けた分析でも可とする。)

	
	成分等の掲示書
	以下の内容を記載したもの
1　源泉名
2　温泉の泉質
3　源泉及び温泉を公共の浴用又は飲用に供する場所における温泉の温度
4　温泉の成分
5　温泉の成分の分析年月日
6　登録分析機関の名称及び登録番号
7　温泉に水を加えて公共の浴用に供する場合は，その旨及びその理由
8　温泉を加温して公共の浴用に供する場合は，その旨及びその理由
9　温泉を循環させて公共の浴用に供する場合は，その旨及びその理由
10　温泉に入浴剤(着色し，着香し，又は入浴の効果を高める目的で加える物質をいう。ただし，入浴する者が容易に判別できるものを除く。)を加え，又は温泉を消毒して公共の浴用に供する場合は，当該入浴剤の名称又は消毒の方法及びその理由
11　浴用又は飲用の禁忌症
12　浴用又は飲用の方法及び注意


